
 

桜丘学区まちづくり計画 
 

 

～ 私たちの地域課題と歴史・文化の再発見 ～ 
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１．はじめに 

福山市は，「協働」を重点施策のひとつに掲げ，「自助」「共助」「公助」によ

る協働のまちづくりを進めてきました。 

2005 年（平成 17 年）7 月，「福山市協働のまちづくり指針」を策定し，

2006 年（平成 18 年），「協働のまちづくり元年」として，行動計画に沿っ

た取組を実施してきました。 

推進の方針を，①お互いの情報を共有します。（情報共有） ②人材づくり

を通した意識づくりや啓発を行います。（人材・意識づくり） ③みんなが活

動・参加しやすいシステムづくりを行います。（システムづくり） ④協働に

関する事業の評価・公開を行います。（評価・公開）とし，取組を実施してき

ました。 

桜丘学区も「福山市協働のまちづくり指針」に基づき，「桜丘学区まちづく

り推進委員会」を設置し，「安全・安心のまち」「人と人の絆の深いまち」「高

齢者を守るまち」「女性や子どもたちを守るまち」を目指して推進してきまし

た。 

「まちづくり行動計画」が着実に実施されることにより，桜丘学区に愛着を

もち，「ふるさと」を実感できるまちづくりをめざしていきます。 

 

 

２．桜丘学区の概要 

桜丘学区は，福山市の中心から北東部に位置し，近世から福山城の「城下八

カ郷」の一部として繁栄し，近年，企業の誘致等による住宅団地の造成や分譲

住宅の建築に伴う人口増加により，1975 年（昭和 50 年）4 月に桜丘小学

校が開校し，桜丘学区町内会連合会が発足しました。 

2015 年（平成 27 年）９月末現在，９自治会 2,434 世帯，5,279 人が

居住しています。 

 

  ① 桜丘学区の変遷 

     1933 年（昭和 ８年） 深安郡吉津村，奈良津村福山市へ編入 

     1952 年（昭和 27 年） 本通り町内会発足 

     1954 年（昭和 29 年） 旭通町内会発足 

     1957 年（昭和 32 年） 丸山町内会発足 

     1959 年（昭和 34 年） 北吉津団地町内会発足 

ジョウカ ハチ 

カ ゴウ 
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     1961 年（昭和 36 年） 川端町内会発足 

     1962 年（昭和 37 年） 奈良津町内会発足 

     1965 年（昭和 40 年） 北美台町内会発足 

     1974 年（昭和 49 年） 高美台町内会発足 

     1975 年（昭和 50 年） 桜丘学区町内会連合会発足 

     1992 年（平成 ４年）  桜丘学区明るいまちづくり協議会発足 

     1996 年（平成 ８年） 南陽台町内会発足 

     2005 年（平成 17 年） 町内会を自治会に改称 

     2006 年（平成 18 年） 桜丘学区まちづくり推進委員会発足 

     2008 年（平成 20 年） 桜自治会発足 

     2010 年（平成 2２年） 本通り，睦会，川端自治会合併し本通り 

自治会 

 

② 桜丘学区自治会連合会加入世帯数の推移 

自治会名 

加 入 世 帯 数  （2015 年４月１日現在） 

2011 

年度 

2012 

年度 

2013 

年度 

2014 

年度 

2015 

年度 

奈良津町 ４７６ ４７３ ４５９ ４４４ ４３８ 

旭通 ２８９ ２９１ ２９４ ２９０ ２８６ 

高美台 ２１５ ２２２ ２２２ ２２４ ２２１ 

丸山 １７５ １７５ １７５ １８３ １８４ 

北美台 １０２ １０４ １０６ １０２ １０５ 

北吉津団地 ６５ ６０ ６０ ５６ ５２ 

南陽台 ８４ ８５ ８６ ８４ ８４ 

本通り １２３ １２４ １２５ １２４ １２５ 

桜 ５０ ５０ ５０ ５０ ４８ 

合計 １，５７９ １，５８４ １，５７７ １，５５７ １，５４３ 
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３．桜丘学区の現状と課題 

「桜丘学区まちづくり計画アンケート」からみる現状と課題 

 

○アンケートの回答者について 

４０・５０才代が２９．７％ 

    ６０・７０才代が５８．５％ 

であり，回答の８８．２％を占める。 

特に６０・７０才代のアンケート意見等には学区の現実的な状況に対

する意見が多く寄せられている。 

 

  ○住みやすさ・住みにくさについて 

交通を含む生活利便の良さ・安心と安全の充実・医療福祉施設の充足 

感・近所付き合いの良さが挙げられる。 

住みにくさについては，高齢化を反映してか，道路交通の利便性をよ 

り求める意見が多い。 

 

○まちづくり活動について 

動員や誘いがあれば参加する意向が見受けられることから，今後の自 

治会等の参加要請の手法に工夫が必要。反面，行事の多さ・役員にな 

らない・会費の負担が大きい等の意見がみられる。 

 

○充実させたい事業について 

昨今の全国的な災害・事故・犯罪を反映してか，当学区の防災・防犯 

の充実ぶりには期待感がある。加えて，高齢者・一人暮らしのサポー

ト関連の充実にも強い期待が出ている。 

また，地域の歴史・文化を学ぶ機会，次世代を担う子どもたちへの伝 

統・文化の継承の必要性ついての意見が多くみられた。 
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４．アンケート結果から各部会の主な意見・課題 

（地域福祉部） 

○地域生涯スポーツの普及と健康推進を図る目的で，年 1 回のグラウンド

ゴルフを計画しており，参加者も増加の傾向にある。 

○ふれあい事業は福祉の原点的な活動になっている。200 人を超える一

人暮らしの高齢者の方などへの年 2 回（4 月・12 月）の安否確認訪問

は多くの方が参加し，孤独死の抑制防御に大きな力となっている。また，

訪問時には，料理教室の皆さんが作った，季節料理を添えた弁当を届け

るなどの気配りも学区の力によるものである。時に，一人暮らしの高齢

者の方が近隣の人たちとの連携がなく，情報が遅れることもあるが地域

ぐるみで取り組みたい。 

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

（地域安全部） 

○地域安全パトロールでは地域住民の安全確保を目的に毎日 2 回児童下

校時と夜間に青色防犯パトロール車で学区内全域を見回っている。最近

はスタッフが減少気味で今後の運営に支障が出る恐れがあり，新たなス

タッフ確保が急がれる。 

○防災啓発活動は 6 月に小学校グランドで 300 人を超える学区民・小 

学生と様々な項目による訓練を実施している。有事の際には小学校グラ

ンドにすぐ結集することは困難なことも視野に入れ，各自治会での取組

を明示する必要がある。 

 

（地域環境部） 

○休園中の桜丘幼稚園を活用して『100 万本のばらのまちづくり』に呼

応したばら花壇整備が活発化しており，年 2 回の植栽講座を交えて実践

的な植栽をしている。参加者が 20 人程度なので今後更に増加するよう
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呼びかけている。 

○環境面での意識向上を狙って年 1 回講演会をしているが，学区の盛り 

上がりに欠けているため．実践を交えた活動が必要と考えている。 

 

（教育文化部） 

○しめ縄・門松づくりは小学校と連携しての一大行事に育っている。し 

め縄づくりは伝統行事が薄れていく中，子どもたちが地域の古老と一緒

に縄を綯ったりしながら自宅の正月を飾ろうとする意識を育んでいる。

門松づくりは，作成は大人中心でありながらも，子どもたちも作り方を

楽しみながら参加しており，学区の小学校・保育所・公民館・コミュニ

ティセンターの正月の玄関を飾る手作りの伝統行事が伝えられている

感がある。しかし，何れも作成できる技術をもつ人が限られた高齢者で

あり，次世代への技術の継承が問われている。 

 

（健康推進部） 

○大運動会は参加者人数 2,000 人を超える学区最大行事であり，すべ

ての年齢層が集い楽しんでいる。 

○子ども交流会は多彩なメニューの中で子どもたちが素直に楽しめる

行事となっている。 

○健康ウォーキング大会は健康づくりの習慣化がねらいの人気行事と

なっており，蔵王登山は小学生から高齢者まで幅広い層に広がり，

100 人を優に超える学区のメイン行事に成長している。 
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５．まちづくり行動計画 

基本計画 事  業  名 
主 と な る 

団 体 

達   成   目   標 

目    標 
短 期 

(1～２年)) 

中 期 

(３～５年) 

長 期 

(継 続)) 

共通 

夏送りの夕べ 
実行委員会 

内容の充実（毎年実施）   ○ 

敬老会 内 容 の 充 実   ○ 

地域別住民学習会 
人権教育推進委

員協議会 
参加者の拡大と内容の充実 

  
○ 

地域福祉 

グラウンド・ゴルフ大会 

地域福祉部 

参加者の拡大   ○ 

料理教室 参加者の拡大   ○ 

ふれあい交流事業 協力者の拡大と安否確認内容の充実   ○ 

お困り相談 協力者の拡大と事業の周知   ○ 

地域安全 

地域安全パトロール 

地域安全部 

パトロール協力者の拡大   ○ 

安全啓発活動 

（交通安全・防犯） 

交通事故，犯罪の減少に向けた啓発

の充実・情報の発信 

  
○ 

防災啓発活動 
防災訓練参加者の拡大と内容の充実 

防 災 備 品 の 充 実 

  
○ 

イノシシ対策 
まちづくり推進 

委員会 

住民の安全対策 

被害の減少 
 ○ 

 

地域環境 

花壇整備 

地域環境部 

各自治会花壇整備への協力   ○ 

環境講演会 参加者の拡大   ○ 

ばらの育て方講習会 市制 100 周年に向けての植栽 ○  ○ 

教育・文化 

学区の歴史・文化講演会 

教育文化部 

新規事業につき，事業内容 

の十分な検討 

 ○  

冊子作成 ○   

しめ縄づくり 参加者の拡大   ○ 

門松づくり 参加者の拡大   ○ 

高齢者と幼児による地域

文化・遊び・食のふれあい 
東保育所 

協力者の拡大（保育所統合後について

は未定） 
○ 

 
 

とんど推進 
とんど祭 

（2016年度まで） 

復活とんど推進 

委員会 
市制 100 周年事業への参画 ○ 

  

健康推進 

ダンス教室 

健康推進部 

参加者の拡大   ○ 

桜丘大運動会 若年参加者の拡大   ○ 

健康ウォーキング大会 参加者の拡大   ○ 

子ども交流会 参加者の拡大   ○ 

運営広報 「まちづくり桜丘」の発行 
まちづくり推進 

委員会 
内容の充実 

  
○ 

 



まちづくり推進体制

地域行動計画推進部会

ま　ち　づ　く　り　推　進　委　員　会

運営広報部会

健康推進部会

地域福祉部会

地域安全部会

地域環境部会

教育文化部会

委員長

副委員長

事務局長

事務局次長

事務局次長

事務局次長

事務局次長

自治会連合会

会計監査

自治会連合会　会計

奈良津町自治会　会長
旭通自治会　会長

事務局次長 とんど推進部会

行政職員の会

事務局次長

北吉津団地自治会　会長
南陽台自治会　会長
本通り自治会　会長
桜自治会　会長

事務局次長

事務局次長

高美台自治会　会長
丸山自治会　会長
北美台自治会　会長

志のある人
各自治会
まちづくり推進委員会

公衆衛生推進委員会
老人クラブ連合会

桜丘小学校
東保育所

自主防災会担当部

行政職員の会

志のある人
各自治会
桜丘小学校
東保育所
行政職員の会

青少年育成員協議会

まちづくり推進委員会

体育会
子ども会育成協議会
桜丘小学校PTA

人権教育推進委員協議会

防犯組合
青パト運営委員会
北防火協会桜丘支部
消防団樹徳分団第２班

本通り自治会　副会長
桜自治会　副会長

福祉を高める会
ボランティアの会
民生・児童委員

交通安全自治会

自治会連合会 事務局次長

まちづくり推進委員会　会計

奈良津町自治会　副会長
旭通自治会　副会長
高美台自治会　副会長
丸山自治会　副会長
北美台自治会　副会長
北吉津団地自治会　副会長
南陽台自治会　副会長
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 福山市民憲章 

  １ 心に太陽をもち 胸を張って元気に働きましょう 

  １ 小さな親切を 勇気をもって行いましょう 

  １ 決まりを守り 良い習慣をつくりましょう 

  １ 子どもたちのために 明るい家庭と美しい町をつくりましょう 

  １ 文化を育て 健康で平和な社会を築きましょう 

  １ 人権を尊重し 差別のない人間関係をつくりましょう 

１９６６年（昭和４１年）１１月３日制定 

１９８３年（昭和５８年） ４月１日改定 

 


